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第２回広島市食品ロス削減推進部会で出された主な意見と対応（案） 

主な意見等 部会で示した食品ロス削減推進計画素案の記載等 素案の修正等 

【西村委員】 
○10頁の国の目標について、年度が西暦で記載
されているが、他の記載は元号での記載とな
っており、統一されておらず分かりづらい。 

 
・消費者庁の作成資料を紹介しているものであり、
この資料中では西暦表記がなされている。 

 
・国の目標を紹介した部分については、消費者庁が
作成した資料であるため修正を行わず、「⑵目標の
考え方」において、西暦と元号を併記する。 

【原田委員】 
○1頁の計画策定の趣旨の 5行目について、「食
品ロスの削減は、食品の生産等に関わる資源
等の無駄な使用の抑制」と書いてあり、まさ
しくその通りであるが、それに付け加えて、
食品を生産する関係者の労力も全て無駄にな
っているため、そういった文言も入れていた
だく必要があるのではないか。 

○なぜならば、新型コロナウイルス感染症の影
響が色濃く出始めた 2020年頃に主に食品関
連事業者の非正規の人などから、首を切られ
た、収入が減ったなどの声が出始め、フード
バンクに食料の支援を求められたということ
があった。多くは非正規雇用の女性であり、
そういったことも加味して、生産、物流等に
携わる汗や努力なども無駄になるという文言
を入れていただきたい。 

 
⑴ 計画策定の趣旨 

食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される
食品のことで、（中略）また、食品ロスの削減は、
食品の生産等に関わる資源等の無駄な使用の                         
                       
      抑制、廃棄物処理に関する経費の軽
減等につながることから   も重要な取組   
 です。 

 

 
⑴ 計画策定の趣旨 

食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される
食品のことで、（中略）また、食品ロスの削減は、
食品の生産等に関わる効率的な物的・人的資源の
活用や食品ロスの処理に伴うＣＯ2 などの温室効
果ガスの排出抑制、廃棄物処理に関する経費の軽
減等につながることから、非常に重要な取組とな
ります。 

【佐々木委員】 
○計画策定の趣旨や 10 頁のスローガンに関し
て、食品ロスを減らすというのは道徳的な観
点から行うものとなっているが、そのような
形になると人それぞれの良心に頼るものだと
思うので、デメリットやメリットに着目して、
コストの問題、CO2の排出など、食品ロスには
こういったデメリットがあり、食品ロスを削
減することでこういったメリットがあるとい
う書き方をするという手もあるのではない
か。 
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主な意見等 部会で示した食品ロス削減推進計画素案の記載等 素案の修正等 

【佐々木委員】 
○16頁以降の施策展開について、これまで広
島市は既に食品ロス削減の取組を多くやって
いると思うが、市民からすると計画に記載し
ている施策の全てが新規でやっていると思っ
てしまう可能性があるので、新しく始めた施
策については「新」や黒丸をつけるなどし
て、今まで広島市は様々な取組をやってきた
というのが分かるようにすればよいのではな
いかと思う。 

 
・新規施策について「新」や黒丸などの記載なし 
 
⑵ 対応方針 
                                                
                         
                                                
                         
                                                
          

                       
                        
        食品ロスの削減は市民、事業者、
本市等の多様な主体が連携して削減に向けて取り
組んでいくことが重要であることから、協働の取
組を軸として、それを補完する普及啓発や推進体
制の整備等に取り組みます。 

 
・「⑵対応方針」に次の下線部分を新たに記載する。 
 
⑵ 対応方針 
  本市では、食品ロス削減に関する法律等の施行
前の平成 18年度より、生ごみをできる限り出さな
い調理方法であるエコクッキングレシピの紹介を
始めるなど、「食品ロス」が広く認知される前から
食品ロス削減の施策を実施し、適宜、内容の充実を
図ってきました。 

  本市としては、今後も施策の充実を図りながら、
食品ロス削減に取り組むこととしており、その推
進に当たっては、        市民、事業者、
本市等の多様な主体が連携して      取り
組んでいくことが重要であることから、協働の取
組を軸として、それを補完する普及啓発や推進体
制の整備等に取り組みます。 

【吉川委員】 
○19頁の「食農推進事業の実施」について、
食品ロスに関した内容が記載されていないた
め、食品ロスとの関係が分かるような記載に
なるとよいと思う。 

 
・食農推進事業の実施 
 市内産・新鮮・安心な“ひろしまそだち”産品の消
費拡大に向け、市民が気楽に食農体験できる機会
を拡大し、「食」と食を支える「農」に対する理解
を深める取組として、                
         食農体験イベントの実施や食
農コーディネーターの育成などを行います。 

 
・食農推進事業の実施 
 市内産・新鮮・安心な“ひろしまそだち”産品の消
費拡大に向け、市民が気軽に食農体験できる機会
を拡大し、「食」と食を支える「農」に対する理解
を深める取組として、食品ロス削減に対する意識
の醸成にもつながる食農体験イベントの実施や食
農コーディネーターの育成などを行います。 

【原田委員】 
○推進体制の整備に関し、認知症カフェが全国
的にも広島市も増えており、私はそういう所
で食品ロスの実態などの話をしている。子ど
もに対する教育も重要だが、高齢者はまさし
くもったいない世代であり、その世代に「も
ったいない」ということについて認識しても
らうために認知症カフェを利用するのは有効
ではないか。部局相互の連携の中にそうした
観点も踏まえて、地域包括支援センターや社
会福祉協議会との連携も図っていただけたら
よいと思う。 

 
・現在の部会には、広島市社会福祉協議会の指導調
整を行う地域共生社会推進課は参加しているが、
地域包括支援センターと関連が深い地域包括ケア
推進課は参加していない。 

 
・直ちに参加を要請する必要性はないが、今後、必要
に応じて地域包括ケア推進課や高齢福祉課の部会
への参加について検討する。 

 


